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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 22023年6月9日（金） ICT研究委員会 第2期 最終報告会

プログラム

13:30～13:35 開会挨拶 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部
技術部会長 久後 雅治 氏

13:35～14:25 基調講演 インフラDXの現状と今後の展望
大阪大学大学院 工学研究科 環境エネルギー工学専攻

教授 矢吹 信喜 氏
14:25～15:15 基調講演 令和5年度BIM/CIM適用に関する実施方針について

国土交通省 近畿地方整備局 企画部 技術管理課
課長補佐 安井 茂信 氏

15:15～15:30 休憩
15:30～15:45 ICT研究委員会の活動報告 （森委員長）
15:45～16:35 CIM分科会の活動報告 （大森幹事）
16:35～17:25 AI分科会の活動報告 （高根幹事）
17:25～17:30 閉会挨拶 （森委員長）
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Thanks so much for listening!
Electric Power Development Co., Ltd.began 
to utilize an advanced 3D CAD system for civil 
engineering design in 1984.

Nobuyoshi Yabuki (c) 46
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 12023年6月9日（金） ICT研究委員会 第2期 最終報告会

ＩＣＴ研究委員会の活動報告

（第2期：2020年度～2022年度、3年間）

委員長 森 博昭 （所属会社：中央復建コンサルタンツ株式会社）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 22023年6月9日（金） ICT研究委員会 第2期 最終報告会

ICT研究委員会 設置の背景

 近年、土木分野でのICT利活用の動きが活発化
 国交省インフラDX、i-Con、BIM/CIM、AI、ビッグデータ、5G 等

 社会インフラ整備に対する社会的要請への対応
 建コンの働き方改革

 新３K（休暇、給与、希望）の実現

 業界全体の魅力向上、優秀な人材の獲得等

 建コン近畿支部にICT研究委員会を設置
 ICT研究委員会 第１期（2018（H30）年4月～2020（R2）年3月）

 ICT研究委員会 第２期（2020（R2）年4月～2023（R5）年3月）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 32023年6月9日（金） ICT研究委員会 第2期 最終報告会

ICT研究委員会 活動方針

 ＣＩＭ分科会とＡＩ分科会の設置

 BIM/CIMやi-Construction、AI、IoT、ビッグデータ等、ＩＣＴの活用方法、効果、
実現に向けた課題と解決策等について研究。

 建コン本部、近畿地方整備局との連携

 建コン本部ICT委員会（親委員会）、ICT委員会ICT普及専門委員会への参加。

 近畿地方整備局企画部との意見交換を実施し、活動に反映。

 情報共有システムの利用

 会議資料や議事録等の共有・一元管理、近畿支部会議室予約、会議スケ
ジュール管理等。

 研究成果の発信

 報告書の近畿支部ＨＰでの公開、シンポジウムの開催等。

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 42023年6月9日（金） ICT研究委員会 第2期 最終報告会

ＩＣＴ研究委員会（第2期） 体制

役割 氏名 所属

委員長 森 博昭 中央復建コンサルタンツ（株）

副委員長 高根 努 （株）オリエンタルコンサルタンツ

役割 氏名 所属

幹事 大森 映宏 協和設計（株）

副幹事 兼 橋梁ＷＧ長 赤坂 好敬 （株）ニュージェック

副幹事 兼 道路WG長 逢坂 直樹 国際航業（株）

副幹事 兼 河川WG長 漆谷 悟 ㈱修成建設コンサルタント

技術調査WG長 森 博昭 中央復建コンサルタンツ（株）

役割 氏名 所属

幹事 高根 努 （株）オリエンタルコンサルタンツ

副幹事 兼 調査WG長 西本 雄亮 （株）日建技術コンサルタント

副幹事 兼 事例WG長 一柳 知之 （株）ニュージェック

副幹事 兼 開発WG長 小林 猛嗣 （株）建設技術研究所

■ 幹事会 （委員長、副委員長、各分科会幹事、副幹事、アドバイザ、計12名）

■ ＣＩＭ分科会 （31名）

■ AI分科会（18名）
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 52023年6月9日（金） ICT研究委員会 第2期 最終報告会

2020年度 活動成果（ICT研究委員会 幹事会）

名称 内容 回数

幹事会 各分科会、各ＷＧの活動状況の確認 4回

建設技術展（10/21～10/22） ＩＣＴ研のパネル展示、動画放映 1回

日刊建設通信新聞社主催の座談会 10/30関西ＩＣＴ特集号に記事掲載 1回

第1期（H30～R1）報告書 12/24支部HP公開、建設通信新聞掲載 1回

兵庫県との意見交換 6/3意見交換（ＷＥＢ） 1回

近畿整備局、和歌山県との意見交換 7/15意見交換 1回

近畿整備局、ＪＡＣＩＣとの意見交換 7/22意見交換 1回

国交省i-Conコンソーシアムi-Con大賞への応募 9/30応募、落選 1回

豊岡河川国道事務所BIM/CIM勉強会 12/22講演 1回

第5回近畿i-Con推進連絡調整会議 5/20久後技術部会長、森委員長が参加 1回

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 62023年6月9日（金） ICT研究委員会 第2期 最終報告会

2021年度 活動成果（ICT研究委員会 幹事会）

名称 内容 回数

幹事会 各分科会、各ＷＧの活動状況の確認 4回

第5回近畿i-Con推進連絡調整会議 5/20参加 1回

NEXCO西日本との意見交換 6/11意見交換 1回

第1回i-Conにおける品質確保検討会 7/12参加 1回

日刊建設工業新聞社主催の鼎談 8/4建設工業新聞に掲載 1回

第54回研究発表会 10/5 ICT研の中間報告 1回

建設技術展 10/27～10/28 ICT研パネル展示、動画放映 1回

日刊建設通信新聞社主催の座談会 10/29建設通信新聞に掲載 1回

近畿地方整備局企画部との意見交換 11/17意見交換 1回

近畿インフラDX推進センター見学＋意見交換 12/15見学＋意見交換＋LiDAR計測 1回

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 72023年6月9日（金） ICT研究委員会 第2期 最終報告会

2022年度 活動成果（ICT研究委員会 幹事会）

名称 内容 回数

幹事会 各分科会、各ＷＧの活動状況の確認 3回

日刊建設工業新聞
近畿インフラDXシンポジウム（7/6）

ICT研の取り組み紹介 1回

日刊建設通信新聞 座談会（8/30） ICT研の取り組み紹介 1回

建コン近畿 第55回研究発表会（10/14） ICT研の中間報告 1回

建設技術展2022近畿（11/9～11/10） ICT研のパネル展示、リーフレット配布 1回

近畿インフラDX推進センター
BIM/CIM研修 講師（6/2撮影）

BIM/CIMの概要、建コンICT研の取り組み、建
コンのBIM/CIMの取り組みの紹介

1回

近畿インフラDX推進センター
BIM/CIM施工研修 講師（12/15～12/16）

ICT施工（土工）の設計データ受け渡しの講習
及び補助

1回

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 82023年6月9日（金） ICT研究委員会 第2期 最終報告会

研究成果の発信（2020年度）

国交省i-Conコンソーシアム
i-Con大賞への応募（2020年9月）
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 92023年6月9日（金） ICT研究委員会 第2期 最終報告会

研究成果の発信（2020年度）

建設技術展（2020年10/23～10/24）での展示 日刊建設通信新聞社主催の座談会（2020年10/30掲載）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 102023年6月9日（金） ICT研究委員会 第2期 最終報告会

研究成果の発信 (2021年度)

建コン近畿支部 第54回研究発表会（2021.10.5）での発表豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会（2021.12.22）での発表

建設技術展2021近畿（2021.10.27～28）での展示

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 112023年6月9日（金） ICT研究委員会 第2期 最終報告会

研究成果の発信（2021年度）

建設工業新聞 鼎談（2021.8.4掲載） 建設通信新聞 座談会（2021.10.29掲載）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 122023年6月9日（金） ICT研究委員会 第2期 最終報告会

研究成果の発信（2022年度）

建コン近畿支部 第55回研究発表会（2022.10.14）での発表 建設技術展2022近畿（2022.11.9～10）での展示
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 132023年6月9日（金） ICT研究委員会 第2期 最終報告会

研究成果の発信（2022年度）

日刊建設工業新聞 インフラDXシンポジウム（2022.9.2掲載） 建設通信新聞 座談会（2022.11.14掲載）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 142023年6月9日（金） ICT研究委員会 第2期 最終報告会

ご清聴ありがとうございました。

（引き続き、CIM分科会、AI分科会の活動報告）

【資料4】

27



（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 12023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部 ICT研究委員会

ＣＩＭ分科会 幹事 大森 映宏

（所属会社：協和設計（株））

ＣＩＭ分科会の活動報告

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 22023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

第２期の体制 (2020(R2)年度～2022(R4)年度)

 道路WG/橋梁WG/河川WG：分野別に具体的な活動

 委員は、いずれかのWGに所属

 技術調査WG：意見交換、講習会、情報発信等の企画運営
ICT機器や最新技術などの試行・調査・企画

 道路WG/橋梁WG/河川WGとは別に、希望者が兼務

CIM分科会 全体会議 （31名）

道路WG （12名） 橋梁WG （13名） 河川WG （6名）

技術調査WG （6名）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 32023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

主な活動実績 (2020(R2)年度～2022(R4)年度)
名 称 内 容 回数

ＣＩＭ分科会 全体会議 活動方針の議論、ＷＧ活動内容の共有等 6回

道路ＷＧ 道路分野の研究 10回

橋梁ＷＧ 橋梁分野の研究 10回

河川ＷＧ 河川分野の研究 10回

技術調査ＷＧ ICT機器調査、意見交換、講習会、情報発信等の企画運営 11回

近畿地方整備局 企画部との意見交換 BIM/CIMに関する意見交換（R3.11.17）、BIM/CIMデータ受け渡し検討（R4.1.13/R4.2.17/R4.3.4） 4回

ＪＡＣＩＣ、近畿地方整備局 企画部との意見交換 BIM/CIMに関する意見交換（R2.7.22） 1回

近畿インフラDX推進センター視察、意見交換 視察、BIM/CIMに関する意見交換（R3.12.15） 1回

NEXCO 西日本との意見交換 BIM/CIMに関する意見交換（R3.6.11） 1回

兵庫県 技術管理課との意見交換 BIM/CIMに関する意見交換（R2.6.3ＷＥＢ） 1回

和歌山県 技術調査課、近畿地方整備局 企画部との意見交換 BIM/CIMに関する意見交換（R2.7.15） 1回

ソフトウェア会社との意見交換 基準等の対応状況など意見交換（R3.9.3） 1回

日刊建設通信新聞社主催の座談会 R2.9.17（R2.10.30掲載）/R3.9.1（R3.10.29掲載）/R4.8.30（R4.11.14掲載） 3回

日刊建設工業新聞社主催の鼎談（ていだん） R3.7.20（R3.8.14掲載） 1回

近畿建設協会/日刊建設工業新聞社主催のインフラDXシンポジウム DXに向けた建コン近畿支部の挑戦～リレートーク～（R4.7.6） 1回

豊岡河川国道事務所 BIM/CIMに関する勉強会での公演 建コン協の取り組みや活用事例を紹介（R2.12.22/R3.12.22/R4.12.21） 3回

近畿インフラDX推進センターにおけるBIM/CIM研修での講師、研修対応 設計者からみたBIM/CIM活用の現状と展望（R4.6.2）、BIM/CIM施工研修対応（R4.12.15～16） 2回

国交省 i-Construction推進コンソーシアム i-Construction大賞への応募 R2.9.30 応募 －

建設技術展への出展 パネル展示、動画放映（R2.10.21～22/R3.10.27～28/R4.11.9～10） 3回

兵庫県まちづくり技術センター主催の建設技術展への出展 パネル展示（R4.12.16） 1回

UAV測量による３次元地形モデル作成講習会 BIM/CIMの動向、UAV測量の基礎知識、UAV操作・撮影実習など（R4.8.29） 1回

研究発表会での中間報告 ICT研の活動報告(R3.10.5/R4.10.14) 2回

ICT研究委員会 最終報告会 研究成果の報告会（R5.6.9） 本日

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 42023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

第２期研究テーマ

 BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査

 BIM/CIM基準類の読み合わせ、良い点・疑問点の整理

 道路設計における詳細度定義（案）の改訂（道路WG）

 実践的なBIM/CIMフローの検証（橋梁WG）

 維持管理への活用検討（河川WG）

 ICT機器の試行（スマホLiDARの試行・検証）

 UAV・SfM講習会の企画・開催

 近畿地方整備局 企画部との意見交換（BIM/CIMデータ受け渡し検討）

 建コン協本部 ICT委員会/ICT普及専門委員会との連携・情報共有
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 52023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

CIM技術専門委員会

ICT委員会

常任委員会

情報委員会

対外活動部会

総務部会

企画部会

技術部会

総括技術委員会

情報部会

資格・CPD部会

ICT普及専門委員会
GIS講習会（協力︓GISベンダー）

ICTセミナー

CIMハンズオン講習会

【支部】
北海道・東北・関東・北陸
中部・近畿・中国・四国・九州

支部傘下の
ICTおよび情報
関連委員会

【本部】

共催

生産性向上WG

連携

未来塾対応SWG

委員連携
（兼務）

建設コンサルタンツ協会本部の対応組織と連携・情報共有

【近畿支部】
技術部会

ICT研究委員会
CIM分科会

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 62023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査 (2020(R2)年度)

 BIM/CIM業務 ： 作成・更新、活用、照査、納品
 基準・要領等の改定・策定に向けた課題抽出

 ソフトウェアの技術開発事項等を提案

実現可能なソフトウェアは？

 ソフトウェアを調査・整理
 調査対象 ： 一般社団法人OCF 活動参加ソフトウェア（10社）

 調査方法 ： コロナ禍のため、机上調査が中心

 調査項目 ：

・対応する主な作業項目（測量・地質調査、計画・設計など）

・作成可能なモデル

・対応ファイル形式

・リクワイヤメント対応状況 など

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 72023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査 (2020(R2)年度)

 様式を定め、ソフトウェア毎に調査・整理

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 82023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

測量

・地質調査
計画・設計 シミュレーション 施工 維持管理

◯ ◯ ◯ ◯ －

路面 土工 橋梁 トンネル 擁壁 附帯構造物

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

LandXML対応 ◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

dwg、DXF、P21、sfc、p2z、sfz、jww、jwc、dm、dmf、sim、csv、ifc、pdf（3DPDF）、fbx

Las、e57、csv、txt、xyz

V-nasClairで作成した3次元の施工ステップモデルを、施工ステップ毎に表示

することはできる。

i) 施工段階における BIM/CIM モデ

ルの効率的な活用方策の検討

リクワイアメント

   対応状況

対応ファイル形式

対応ファイル形式

点群

c) 後工程における活用を前提とす

る属性情報の付与

d) 工期設定支援システム等と連携

した設計工期の検討

e) BIM/CIM モデルを活用した工事

費等の算出

f) 契約図書としての機能を具備する

BIM/CIM モデルの構築

h) BIM/CIM モデルを活用した効率

的な照査

対応する主な作業項目

作成可能なモデル

V-nasClair、ROADKit、STRKit等で3次元モデルに対して任意の位置、向きで

寸法情報（アノテーション）を作成することができる。また断面ビュー機能を活

用して3DPDFの作成も可能。

V-nasClair、ROADKit、STRKit等で3次元モデルおよび属性情報を表示するこ

とで効率的な照査を行うことができる。建築限界表示などはスイープ機能を活

用すれば、照査は可能。作成した3DPDFを基に赤黄チェックも可能。ウォーク

スルーなどの視点照査や単路部・交差点の走行シミュレーションも可能。

xml

i-ConCIM_KitでIFC属性情報を付与することができる。

V-nasClairで作成した3次元の施工ステップモデル毎の数量算出が可能。3D

モデルと工期・工費の関連付けを設定・編集可能。

V-nasClair、ROADKit、STRKit等で3次元モデルからの数量算出は可能。橋

台やボックス、擁壁などは概算工事費まで算出可能。

BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査 (2020(R2)年度)

※一部拡大■対応する主な作業項目
・測量/地質調査、計画/設計、シミュレーション、施工、維持管理

■作成可能なモデル
路面、土工、橋梁、トンネル、擁壁、附帯構造物

■対応ファイル形式

■リクワイヤメント対応状況
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 92023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

BIM/CIM対応・リクワイヤメント対応ソフトウェア調査 (2020(R2)年度)

2021(R3)年度：
一般社団法人OCFのHP

各ソフトウェアに対する
リクワイヤメント対応情報
が掲載 →R3年度は調査中止
https://ocf.or.jp/cim/cimrequirement/

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 102023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

ソフトウェア会社との意見交換 (2021(R3)年度)

 2021(R3)年3月：BIM/CIM関連基準やリクワイヤメントの改定
 ICTの全面的な活用の推進に関する実施方針

 BIM/CIM活用ガイドライン（案）

 ３次元モデル成果物作成要領（案）

 BIM/CIMモデル等電子納品要領（案）及び同解説 など

 対応状況や操作方法について、ソフトウェアメーカーと意見交換
 日時：2021年9月3日(金)10:00～12:00

 ソフトウェア会社：２社

 委員出席者：約20名

※緊急事態宣言中のため、WEB開催

要求事項に沿った対応が可能であるか？
（問題やソフト改良の方向性など）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 112023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

【主な内容】

 属性情報４階層の付与方法

 ３次元モデルからの
２D図面切り出し方法

 ３DAモデルの対応状況

 モデルの照査方法や
ソフトでのチェック機能 等

【今後の方針】

 ソフトウェアによって、対応状況やできる内容は異なる。

 照査機能拡充や属性情報付与方法など、ソフトウェアへの期待大

⇒ 今後も引き続き、意見交換等を通じて情報交換・共有

ソフトウェア会社との意見交換 (2021(R3)年度)

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 122023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

基準類の読み合わせ、良い点・疑問点の整理 (2021(R3)～2022(R4)年度)

 各WGにて、自分野で主に関連する基準類の読み合わせを行い、
項目別の概要・良い点・疑問点(更なる検討が必要な点)を整理

⇒ 近畿地方整備局と意見交換予定

新たな基準類に対する理解が不十分
→ 委員が理解度を深める必要がある。

 2021(R3)年3月：BIM/CIM関連基準やリクワイヤメントの改定
 ICTの全面的な活用の推進に関する実施方針

 BIM/CIM活用ガイドライン（案）

 ３次元モデル成果物作成要領（案）

 BIM/CIMモデル等電子納品要領（案）及び同解説 など
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 132023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 基準名 ： BIM/CIM活用ガイドライン（案）

 良い点

 地図情報レベル別の測量方法がわかりやすく表整理されており、参考になる。【共通編】

 これまでの実績と知見を基に、具体的な活用方法や事例が掲載されており、参考になる。

 標準的な設計フローや共通仕様書と、作成すべきBIM/CIMモデルの関係性がわかりやすく整理
されており、参考になる。

 疑問点(更なる検討が必要な点)

 基準類が毎年改定されるが、改定箇所が明示された新旧対照表を同時公開して頂きたい。

 詳細設計段階ではUAVを用いた測量の実施が目安とされているが、実情にあっているか精査が
必要である。【共通編】

 現地踏査段階から架空線や埋設物などのモデル化を行うと作業量が膨大となってしまう恐れが
あるため、活用目的に応じた受発注者協議が重要である。

 道路土工の基準しかないため、道路を構成する排水構造物や附属構造物等のBIM/CIMモデル
の取り扱いを検討する必要がある。【道路編-道路】

 干渉チェックのために付属物などのモデル詳細度を向上させることは、必ずしも効率的ではない
可能性がある（B/Cに劣る）。【道路編-橋梁】

基準類の読み合わせ、良い点・疑問点の整理 (2021(R3)～2022(R4)年度)

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 142023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 基準名 ： ３次元モデル成果物作成要領（案）

 良い点

 ２次製品のモデル化は不要など、モデル別の作成レベルが記載されており、参考になる。

 疑問点(更なる検討が必要な点)

 後工程において真に必要な属性情報や詳細度（LOI）を精査する必要がある。

 ２D図面と３Dモデルの整合性修正は合理的に行えるようにとの記載があるが、合理的な
修正方法についてソフトウェアの改善を含めて検討が必要である。

 基準名 ： 設計－施工間の情報連携を目的とした４次元モデル活用の手引き（案）

 良い点

 活用目的に即した適切なLODが紹介されており、参考になる。

 疑問点(更なる検討が必要な点)

 発注者が必要となる４DモデルやLODを指示することが基本方針となっているが、詳細度や粒度に
ばらつきが生じないように一定の目安を検討する必要がある。

 ４Dモデル操作には専用ソフトが必要であるため、ソフト間の互換性を確保する必要がある。

基準類の読み合わせ、良い点・疑問点の整理 (2021(R3)～2022(R4)年度)

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 152023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 第１期（2018(H30)年度～2019(R1)年度）

 当時公開されていた 『CIM導入ガイドライン（案）』 には道路編がなく（土工編のみ）、
道路周辺構造物等に対するモデル詳細度が定義されていない。

 道路モデル作成時の参考となる「道路設計における詳細度定義（案）」を策定

道路設計における詳細度定義（案）の改訂（道路WG） （2022(R4)年度）

 『BIM/CIM活用ガイドライン（案）』 にて、道路編として改訂

 詳細度の定義（案）は土工のみのままで、道路を構築する対象工種や設計段階毎の
詳細度を容易にイメージできるとは言い難い。

 土工のみならず、幅広い工種（主要/附帯構造物など）を網羅する必要がある

 道路設計は、数年の設計段階（概略/予備/詳細など）を経て工事に至るもの

 道路モデル作成時の参考となる「道路設計における詳細度定義（案）」を改訂

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 162023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 委員のBIM/CIM業務実施経験を基に、以下の内容について議論・とりまとめ。

 道路の設計段階（概略/予備/詳細設計）と詳細度を関連づけ。

 対象工種：路面、土工、主要構造物（橋梁/トンネル/函渠/擁壁/法面対策）、
附帯構造物

 各設計段階における対象工種モデルの作り込みレベルを具体的に記載。

 「BIM/CIM活用ガイドライン（案）」 の各工種定義を参考。
※あくまで道路設計者の視点で記載しているため、橋梁については踏襲。

道路設計における詳細度定義（案）の改訂（道路WG） （2022(R4)年度）

 改訂方針
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 172023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

道路設計における詳細度定義（案）の改訂（道路WG） （2022(R4)年度）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 182023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

道路設計における詳細度定義（案）の改訂（道路WG） （2022(R4)年度）

※一部拡大
詳細度

設計段階 設計目的 工種別定義

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 192023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 『CIM導入ガイドライン（案）』 から 『BIM/CIM活用ガイドライン（案）』 に改訂
 2023(R5)年度より原則適用（義務項目・推奨項目）

 最新の動向を踏まえ、BIM/CIMを活用しながら設計を行うと、どのように従来
の設計手法が変化するか（どう変化すべきか）について議論・検証・更新。

 検討ケース：従来のフロー、原則適用後、望まれる将来像

実践的なBIM/CIMフローの検証（橋梁WG） （2022(R4)年度）

※イメージ画像

 第１期（2018(H30)年度～2019(R1)年度）
 当時公開されていた 『CIM導入ガイドライン（案）』 で示されるCIMフローは、建設生産

システム全体（調査、計画、設計、施工、維持管理）の流れを整理したもの。

 CIM適用により、設計フローがどのように変わるか、追加・削除項目はないか、
適用時のポイントなど、実践的なCIMフローを策定。

 検討ケース：従来のフロー、近い将来（５年後）、遠い将来（３０年後）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 202023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

左列：従来のフロー

→ これまでの2D設計

中列：原則適用後

→ 国土交通省の動向
を考慮し、どのように
変化するか。

右列：望まれる将来像

→ 今後の技術進展を
見据え、より効果的
な活用手法の模索

実践的なBIM/CIMフローの検証（橋梁WG） （2022(R4)年度）
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 212023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

■フローとあわせて、考察を解説としてとりまとめ

 原則適用後

３次元モデルを用いた現地確認
や設計協議を推進し、意思決定
のスピードＵＰが図られる。

 望まれる将来像

ＡＩ技術等との融合により自動化
が進展すると推察

■考察内容の要約

◆検証結果まとめ

原則適用後も様々な周辺技術の進展とともに、BIM/CIMのさらなる有効活用が望まれる。

実践的なBIM/CIMフローの検証（橋梁WG） （2022(R4)年度）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 222023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

維持管理への活用検討（河川WG） （2022(R4)年度）

■社会情勢の変化に伴い、より効率的・効果的な維持管理が求められている。

■新技術を活用したインフラDXの進展による高度化・効率化は、今後の河川管理
において重要な役割を担う。

■河川維持管理への活用の観点から、以下の項目に着目して事例調査を実施。
① ＵＡＶ
② Ａ Ｉ
③ 仮想空間
④ 最新計測機器
⑤ 三次元河川管内図

※Apple公式HPより転載

※イメージ画像

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 232023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

※Apple公式HPより転載

※イメージ画像

番号 項 目 名 称 特 徴 ・ 内 容

1 UAV

小型ドローン ACSL-Mini ・河川護岸の劣化点検
グリーンレーザー TDOT ・陸上部や水中の地形把握

全天候型ドローン ・風速20m/s程度・雨天時の飛行が可能 ・9kgまで積載物の搭載が可能
水中ドローン ・水中構造物の目視点検

2 AI

外観検査サービス TDSE Eye ・コンクリート外壁検査
SoraSolution ・鉄塔の錆やコンクリートのクラック検知(ドローン使用)

カスタムAI
・航空写真からの停止線・横断歩道の検出
・インフラ設備の劣化箇所検出(オーダーメイド)

AIによる
インフラ管理の高度化

・溢水の検知 ・操作タイミングの予測 ・河川空間における迷惑・不法行為の検知
・排水処理施設での水質異常検知

AIによる火山監視の高度化 ・活火山噴火事象検知

3 仮想空間

メタバース
・メタバースとVRゴーグルを用いた合意形成
・河川工事をモデル化し、工事進捗をメタバースで報告

xR(VR、MR、AR)
・スマホアプリによるカメラ画像とスケールを合成した水位計測 ・河川施設のVRツアー
・コンクリートの打ち重ねにおける機材の位置や締固め度の確認
・地質調査時のAR技術による事故予防

4
最新

計測機器

360°カメラ ・周囲360°の動画や画像の撮影

LiDARスキャナ
・レーダー計測技術。スマホ搭載型は簡易型だが、別売りのセンサー機器と組み合わせるこ

とで高精度測量が可能。

5
三次元

河川管内図
三次元

河川管内図

・流域情報を管理するプラットフォームであり、調査・計画・設計・施工・維持管理で作成
するBIM/CIMモデルとの連携に期待

・オルソ画像、グリッドデータ、河川距離標などのデータを表示させWebブラウザで閲覧可能
・データ検索機能により、アーカイブされた三次元データの受け渡しが可能
・断面データ出力機能や計測機能、差分解析機能などにより様々な情報の把握が可能

■調査結果の概要

維持管理への活用検討（河川WG） （2022(R4)年度）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 242023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

ICT機器の試行（スマホLiDARの試行・検証） （2022(R4)年度）

■ i-ConstructionやBIM/CIMへ対応 → ３次元地形データの取得は必要不可欠

■ レーザスキャナ・ドローンによる計測 → 専門知識を要し、気軽に利用できない

■ 「iPhone12 PRO」 や 「iPad PRO」に搭載されている
「LiDARスキャナ」を利用した簡易な計測手法（= ３次元
点群データ取得）について、その機能や精度を検証、
各分野での活用可能性を検討

※３次元点群データ：座標と色の情報から構成されており、
距離や角度、密度などが計測可能

レーザースキャナやドローンを使用しない、
簡易な計測手法はないか？

※Apple公式HPより転載

LiDARスキャナー

座標と色の情報を持つ
点データの集合

※イメージ画像
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 252023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

ICT機器の試行（スマホLiDARの試行・検証） （2022(R4)年度）

■ソフトウェア調査

・本試行に際して利用する
ソフトウェア調査を実施

・試行機器が 「iPhone12PRO」
→ App storeに掲載されている

ソフトを前提に調査

・無料で、設定のカスタマイズが
可能な「3DScannerApp」を試用

※Apple公式HPより転載

※イメージ画像

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 262023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 現場調査や維持管理での活用を想定して試行

 試行場所：近畿地方整備局 近畿技術事務所の屋外施設
※不具合事例を学習するための実物大構造物が設置

 計測方法：LiDAR機能を用いた簡易計測と巻き尺等での人手計測

 取得した 『３次元点群データ』 と 『人手計測』 を比較検証

⇒ 概ね両計測値の一致を確認。

※クラック幅など、詳細な精度は期待できないが、
現場調査：巻き尺での計測程度であれば、十分
効果を発揮（後日、確認も可能）。

ICT機器の試行（スマホLiDARの試行・検証） （2022(R4)年度）

ブロック積擁壁 計測状況

As舗装クラック 計測状況

2cm程度の差

樋門函体の例

＜現場写真＞ ＜３次元点群データ＞

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 272023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 カルテとして整理

⇒ 従来型の計測手法と同等の測定精度を確認。

⇒ 課題：計測ルールや計測条件について、更なる検証が必要。

ICT機器の試行（スマホLiDARの試行・検証） （2022(R4)年度）

■３次元点群データ■現場写真

■計測値（人手）

■撮影時の条件
・天候
・使用アプリ/設定
・撮影距離 など

■計測値（点群）

■考察（コメント）

■今後の展望

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 282023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

UAV測量の基礎知識を習得し、UAV操作と３次元地形作成を体験しよう！

 開催日時 ： 令和4年8月29日（月）

 参加人数 ： 20名

 会場 ： 貝塚市ドローン・クリケットフィールド

※UAV測量の更なる発展のために創設

■ BIM/CIM：2023(R5)年度には国交省の全直轄事業で適用

■ 建設コンサルタントが確実に対応するためには、
設計に使用する３次元地形データを十分に理解する人材育成が重要

■ BIM/CIMモデルの基礎となる
「UAV測量による３次元地形モデル作成」の講習会を計画

ＵＡＶ・ＳfＭ講習会の企画・開催 (2022(R4)年度）

【資料5】

34



（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 292023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

① BIM/CIMの最新動向について

⑤ ＵＡＶ測量の最新動向について

② ＵＡＶの基礎知識と３次元測量

③ ＵＡＶ操作および撮影実習

④ SfＭ解析講習

ＵＡＶ・ＳfＭ講習会の企画・開催 (2022(R4)年度）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 302023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 ＵＡＶの基礎知識と３次元測量

ＵＡＶ・ＳfＭ講習会の企画・開催 (2022(R4)年度）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 312023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 ＳｆＭ解析講習

ＵＡＶ・ＳfＭ講習会の企画・開催 (2022(R4)年度）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 322023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 ＵＡＶ操作および撮影実習

ＵＡＶ・ＳfＭ講習会の企画・開催 (2022(R4)年度）
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 332023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

近畿地方整備局企画部との意見交換（BIM/CIMデータ受け渡し検討） (2021(R3)年度)

 建設生産プロセス全体で、いかにBIM/CIMデータをシームレスに流通させるか。
→ ICT土工に着目し、設計で作成したBIM/CIMデータのICT施工での活用について意見交換。

 BIM/CIM成果品は、「３次元モデル成果物作成要領（案）」、「BIM/CIMモデル等電子納品要領
（案）」に基づき作成・納品する必要がある。

 適切なデータ形式で納品されていないと後工程において活用できない。

 『J-LandXML形式』 や 『IFC2×3形式』 のデータ作成・変換は、３次元CADソフトウェアにより
異なるため、作成・変換時に留意が必要。

 一般社団法人OCFホームページ内
BIM/CIM成果品作成時の留意点 令和3年度版

https://ocf.or.jp/cim/bim-cim/

5つの留意点とこれらの留意点を満足するための各ソフト
ウェアにおける具体的な作成方法・手順が示されている。

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 342023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

ご清聴ありがとうございました。
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 12023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

（一社）建設コンサルタンツ協会 近畿支部 ICT研究委員会

ＡＩ分科会 幹事 高根 努

（所属会社 （株）オリエンタルコンサルタンツ

ＡＩ分科会の活動報告

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 22023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

第２期の体制 (2020(R2)年度～2022(R4)年度)

 事例WG/調査WG/開発WG：情報収集、活用に向け具体的
な活動

 委員は、いずれかのWGに所属

AI分科会 全体会議 （19名）

事例WG （6名） 調査WG （6名） 開発WG （7名）

学識アドバイザｰ
立命館大学

野村泰稔教授

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 32023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

主な活動実績 (2020(R2)年度～2022(R4)年度)

名 称 内 容 回数

ＡＩ分科会 全体会議 活動方針の議論、ＷＧ活動内容の共有等 4回

事例ＷＧ 建コンでの活用事例・発注事例調査 8回

調査ＷＧ の研究 4回

開発ＷＧ 河川分野の研究 4回

近畿地方整備局 企画部との意見交換 ＡＩ活用に関する意見交換（R3.11.17） 1回

学識経験者意見交換会 立命館大学野村泰稔線形 ＡＩ活用に関する意見交換（R4.8.5） 1回

日刊建設通信新聞社主催の座談会 R2.9.17（R2.10.30掲載）/R3.9.1（R3.10.29掲載）/R4.8.30（R4.11.14掲載） 3回

建設技術展への出展 パネル展示、動画放映（R2.10.21～22/R3.10.27～28/R4.11.9～10） 3回

研究発表会での中間報告 ICT研の活動報告(R3.10.5/R4.10.14) 2回

ICT研究委員会 最終報告会 研究成果の報告会（R5.6.9） 本日

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 42023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

第２期研究テーマ

ＡＩの活用が身近なものとなることを目指し、以下をテーマに

活動

（1）建設コンサルタントにおけるＡＩ活用状況・動向の共有

（2）AI活用を底上げするための課題把握と課題解決

（3）AIを活用するための創造力の育成

（4）AIエンジニアと協働するための基礎知識習得
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 52023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

ＡＩのフェーズと建設コンサルタントの関わり
☑事例WG：①～②、調査WG①及び全体、開発WG：③～⑦に対応

利用目的の決定

データの有無・数の確認

教師データの信頼性確
認（公的評価の確認）

最適な機械学習の手法、
学習方法、アルゴリズム

を選択

学習済みモデルに評価
データを判定させる

②
デ
ー
タ
の
準

備

③
手
法
の

選
択

活用可能なデータの選
別ＡＩの信頼性を阻害す

るデータの排除

最適モデルの確立

⑥
モ
デ
ル
の
評
価

⑦
活
用

アノテーション
（データへのラベル付け）

④
前
処
理

⑤
モ
デ
ル
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

①
利
用

目
的
の

決
定

建コン（創造）
※ニーズ把握、情報

把握、創造

AI開発者・ｻｰﾋﾞｽ者

建コン（知見）
※データの有無、素性に

関する知見

建コン（力技＋知見）
[特有の課題]
・土木構造物は準単品生産で

同一仕様のものがない／絶
対数が少ない／統一のデー
タベース未整備

建設（知見）
※データに関する知見
阻害要素：特殊事例、人為的
要素、判定領域外情報の混入

建コン（力技＋知見）
[特有の課題]
・ラベル付けに専門知識を要する
・ラベル(答え)が曖昧で唯一でない
・ラベルに対する信頼性(教師の技術

力)と承認

建コン（創造）
AI開発者・ｻｰﾋﾞｽ者
・適合性確認

①教えなければ(育てなければ)判定はしてくれない
②間違って育てれば間違った判定をする
③教師と同じ判定する（教師の質に左右される）
④教えたﾃﾞｰﾀがﾛｰｶﾙなら活用もﾛｰｶﾙが基本

データを収集

モデルのトレーニング

推論

②〜⑤の繰り返し

AI開発者・ｻｰﾋﾞｽ
者

注意すべき点

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 62023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

事例WG 活動報告

 建設コンサルタント業務におけるAI活用業務の発注状況

 研究、開発、検証を目的とした委託業務が2017年度から発注され始めている。

 2021年度頃からはAI技術を活用した委託業務の発注が実施されている。

 以下のような目的で業務が発注されている。

・画像解析による道路、橋梁、河川、港湾、上下水道等の施設の点検診断

・画像解析による工事等の安全管理

・画像解析による交通量調査

・水位データの解析によるダムの操作管理

・音響データによるスクリーニング解析
など

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 72023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

事例WG 活動報告

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 82023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

事例WG 活動報告

 建設コンサルタントにおける先進AI事例集

 ICT研究委員会に所属している委員からAI技術を使った研究や業務について
の事例を収集し整理を行った。

表 様式の項目と記載内容

項 目 記 載 内 容

タイトル 一目で内容が把握できる事例名

企業名 実施した企業名

概要 事例の内容

イメージ図 内容についての把握できるイメージ図

備考 出典等
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 92023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

事例WG 活動報告

タ イ ト ル

AIを用いた近未来の交通事故リスクのオンライン予測技術の開発

リアルタイム画像とAIアラート機能を用いた効果的な避難行動

AIを用いた石礫の自動判読技術

AIを活用した活火山監視の効率化

AI強化学習を活用した利根川上流ダム群の低水統合管理への現場適用

AIによる画像図面CAD自動描画アプリケーションの開発

ローカル5G+AIによる遠隔・リアルタイムでの列車検査、線路巡視等の
実現
機械学習および堆積履歴を活用した地層推定の試み

表 収集したAI事例のタイトルの一覧

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 102023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

事例WG 活動報告

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 112023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

事例WG 活動報告

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 122023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

事例WG 活動報告
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 132023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 ＡＩの構築に触れる活動として、以下の３案について調査を行
い、試行を検討

① ソニー Neural Network Consoleを用いた開発手順の習得

② EXCELを用いたAIツールの活用

③ Raspberry Piを用いた簡易的な画像認識

 「Raspberry Piを用いた簡易的な画像認識」を対象とした。

※分科会メンバーひとり１台購入

開発WG 活動報告

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 142023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

開発WG 活動報告

 Raspberry Piは、2012年にイギリスのラズベリーパイ財団によって、教育目的で開発さ
れたワンボードコンピュータ。

 低価格と、便利なライブラリ、そして世界中の人が多くの作例をインターネットで共有した
事により、一躍IoT時代の代表的なプラットフォームとなっている。

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 152023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 ラズベリーパイを用いてできること事例
①カメラを使った画像認識
②センサーを用いた制御プログラム
➂打音調査など音響を自動解析するシステム
④ＡＩロボットを使ったツール事例
⑤ＡＩスピーカー(スマートスピーカー)の活用
⑥ラズベリーパイを用いたRPAの開発

画像認識イメージ

ラズパイ搭載ロボット

 本WGはカメラモジュール
【Raspberry Pi CameraV2】
を用いたAIツールを試行
※分科会メンバーひとり１台購入

開発WG 活動報告

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 162023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 令和4年9月26日 ラズベリーパイに画像認識ツール講習会
講師：一般社団法人 近畿建設協会 西尾 様

講習の流れ

■ 事前作業

① ラズパイ 本体の作成 ②OSダウンロード

■ ラズパイの設定

③OSインストール、初期設定

④開発環境構築（必要な追加機能の実装）

■ デモプログラムの設定

⑤pythonプログラムの作成 ⑥顔認識デモ

顔写真から目、輪郭を抽出

開発WG 活動報告
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 172023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

開発WG 活動報告

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 182023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 初めてのRaspberry Pi利用を通じてわかったこと
→Linax環境になれない使いにくさはあるものの通常のPC同様である。

・初めてのプログラミング：顔認識AI勉強会
→Pythonを理解している必要がある（⇔Pythonを理解しているとハードルは低い）。

・両方を通じて
→ネットワーク接続や使用ライブラリのインストール等の環境整備が一番大変（理解

できていないため、ネット情報等から試行錯誤）。
→小型の通常PCであり、エッジコンピュータ※としての活用が有用だと考えられる。
※中央サーバに集約して処理するのではなく、中央サーバから遠いIoT端末デバイスや

その近くでデータ処理を行う分散型処理の概念
 ○試行方針
・初心者で自らのプログラミングは難しい⇔公開プログラムの使用はできそう
・公開プログラムで動かない際の必要な環境構築が大変だと考えられる

⇒顔認識AI勉強会のプログラムを理解し、ネット情報等から拡張を試行

開発WG 活動報告

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 192023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 分科会メンバー試行①：眼鏡・笑顔検出

 容顔検出範囲内で目を検出するのと同様、顔検出範囲内で眼鏡と笑顔を認

識。主な実施内容は下記の通り。

・学習済みの眼鏡と笑顔の識別機をダウンロードし、認識させた。

・認識範囲は、勉強会サンプルにある矩形（rectangle）に加え、円

（circle）を用いて、目と眼鏡の重複検出を表示できるようにした。

・笑顔検出は、顔内の笑顔の特徴となる部分（目・鼻・口等）を捉える

ため、3箇所以上の検出で顔全体の笑顔とした。

開発WG 活動報告

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 202023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

開発WG 活動報告

 笑顔は、笑顔で無いような
場合も笑顔として検出され
ることが多いが、笑顔を認
識させることができた。

 眼鏡は、検出も片眼であっ
たり、眼鏡で無い場合にも
眼鏡として検出されること
が多く、精度は低かった。
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 212023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 分科会メンバー試行②：動体検出
 ラズベリーパイのカメラモジュールを利用して動体検出を行う。固定した

Raspberry Piとカメラモジュールで、動体を検知したらアラートを発生
させる実験を行った。（結果：100％検知）

写真 実験の様子（左：動体検知の状況、右：アラート発生状況）

開発WG 活動報告

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 222023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 分科会メンバー試行③：物体検出
 Raspberry Piにカメラモジュールをつなげ、取得した画像データから任

意の物体の位置を検出する。物体の位置は物体の形状（エッジ）を学習す
ることで検出する。※機械学習ライブラリ「dlib」を活用

写真 学習させた物体の検出

開発WG 活動報告

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 232023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 業務へのRaspberry Piの適用、応用
 小型であり、現地で動画（写真）撮影→簡易的な物体検出が可能

 例えば、橋梁補修でのひび割れ、剥離・鉄筋露出の認証ツール等業務への適用が可能

①現地で損傷の写真や動画を撮影

②Raspberry Piを用いて現地で損傷を判定（物体検出技術を適用）

③損傷判定結果を可視化することによって、損傷確認作業の効率化が可能

開発WG 活動報告

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 242023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

調査WG 活動報告
 立命館大学 野村泰稔先生の講演・意見交換

 日時：(令和4年8月5日)

 場所：ドーンセンター

講演内容 (近年の研究テーマ)

・深層学習による点検車載カメラ映像からの橋梁桁の

損傷検出・進展性把握

・深層学習および画像処理を用いた点検車載カメラ映像

からの鋼桁腐食進展評価

・防災気象情報とIoTセンサを活用した道路面温度予測

2019年4月 立命館大学理工学部 環境都市工学科 教授に着任
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 252023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 講演の趣旨

分科会メンバーのAI 基礎技術のスキルアップ、AI に関する最新研究、取り組みの紹介

 意見交換のテーマ

分科会メンバーが業務でAIを活用としたが、うまくいかなかった事例を

紹介し、課題や解決法について議論した

講演資料(研究事例) 意見交換資料(分科会メンバーのAI導入事例)

調査WG 活動報告

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 262023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 近畿地方整備局企画部との意見交換

 日時：令和4年8月23日

 技術管理課 課長補佐および係長との意見交換を実施

 主なテーマ ～AIの適用が進む中での課題～

①AIの信頼性→AIのアルゴリズム、教師データの信頼性

②精度向上における課題(過年度成果データ蓄積のあり方)

③AI関連会社(第三者)へのデータ提供における課題(著作権・セキュリティ)

④初期投資(導入コスト)の課題

配布資料(国交省でのAI活用事例)

調査WG 活動報告

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 272023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

 協議結果の概要

話題１：AIの信頼性(アルゴリズム・教師データ)の保証について

(現 状)

・業務受託者が保有するデータ、各社の技術者が判定した結果を教師としてAIが開発されている。

(問題点)

・第三者視点で、AIの信頼性をどう担保するか。

・認証制度等が導入されれば活用しやすい。

(協議結果)

・データを作成する人の認定(資格制度等)が現実的かもしれない。

・調査や点検業務成果の判定データ等は「品質確保済」として扱う。

・AIの業務では報告書に「教師データとして何のデータを使用したか」の記載が必要。

調査WG 活動報告

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 282023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

話題２：精度向上における問題点（データの蓄積）について

(現 状)

・精度向上のためには、より多くの施工関連データを教師データとして組み込む必要がある。

(問題点)

・業務ごとの守秘義務(特記仕様書等に、「原則として業務成果の転用不可」等の記載)がある中
で、どのように蓄積データを集約させるべきか。

(協議結果)

・不特定多数の人が情報にアクセスできるオープンデータ化は現状では難しい。

・将来的に、AIを活用する業務が大多数になった時点で、オープンデータ化の議論の必要。

・オープンデータ化には、各データのフォーマットの統一が必要。

・写真や動画以外のセンシングデータの蓄積も有効性を評価し、検討していくことが必要。

調査WG 活動報告
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 292023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

AI関連会社(第三者)へのデータ提供における問題点について

(現 状)

・プログラムの自社開発は非常に難解であるため、AI構築を外注に頼る事例が多い。

(問題点)

・例えば、現場の写真をもとにAIが判断を行う事例の場合、一般者立入禁止の工事現場内
の写真が外部にもたらされる。特にAIのベンダーは拠点を海外に置くものも多い。

→コンプライアンス、セキュリティの問題が発生する可能性がある。

(協議結果)

・これまでの再委託と同様、信頼できる再委託先に依頼し、品質管理は元請けにて行うこ
とが基本。

調査WG 活動報告

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 302023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

初期投資の問題

(現 状)

・AIの構築は最初の教師データ収集やプログラム開発に要する費用の割合が極端に高い。

(問題点)

・複数年発注であれば、業務内でAIツールを整備して対応する可能性があるが、工期が数
か月といった単発業務では企業としての投資をし難い。

・投資しても翌年他社が受注することもあり、発件されても足踏みする。

(協議結果)

・2年目、3年目の随意契約による業務継続を要望。

調査WG 活動報告

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 312023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

＜その他＞

・既存の業務でAIを活用した場合、受注者の作業効率化に寄与するが、発注者にとって恩恵はわ

かりづらい。（作業の効率化は受注者メリットであって、発注者に直接のメリットはない）

⇒AIの活用で、①マンパワーでは困難であった常時観測が可能となる業務、②従来の手法ではコ

ストがかかり過ぎて1業務で発注することが現実的でなかった業務では情報集約、不整合の

防止等が期待できるため、発注者にとって有益。

⇒突発的な事故や災害時の緊急判断に過去の多量の災害情報に基づくＡＩが活用できれば、発注

者にとって有益。

・技術者によって結果が変わる「定性的な判定」の場合、AIの活用により、統一的な見解が得ら

れるようになる可能性がある。

調査WG 活動報告

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 322023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

ＡＩ分科会における今後の追加研究テーマ

日々進展するAIに対し、土木分野でもその活用は拡大すると想定されます。

（1）さらなるAIに関する情報の収集と発信

（2）ＡＩ推進のための課題の掘り下げと産官(学)で解決すべき課題に対する対応の提言

・AIによる判断の信頼性、使う側のモラルや運用時のセキュリティ

（3）発注者のＡＩ活用促進を底上げする技術支援

・講習会の開催、Q＆A集の作成など

（4）ＡＩ活用の便利さ、楽しさの広報

・ＡＩ開発イベントの開催など

（5）生成ＡＩ（Chat-GPTなど）等の次ステージへのAIへの対応
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 332023年6月9日（金） ＩＣＴ研究委員会 第2期（2020(R2)年度～2022(R4)年度) 最終報告会

ご清聴ありがとうございました。
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（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 12023年6月9日（金） ICT研究委員会 第2期 最終報告会

閉会挨拶

委員長 森 博昭 （所属会社：中央復建コンサルタンツ株式会社）

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 22023年6月9日（金） ICT研究委員会 第2期 最終報告会

ICT研究委員会 第3期（2023年度～2024年度） 活動方針

 BIM/CIMの2023年度の原則適用

 ICTを活用した、インフラ事業のさらなる高度化、効率化の社会要請

 AIのインフラ事業での活用が有効

 建コンでは引き続きICTの活用について検討する必要

 ICT研究委員会 第3期（2023年度～2024年度）

 インフラDX分科会（29名）
• BIM/CIM活用促進WG、i-Con情報連携検討WG、企画調査WG、技術調査WG

 AI分科会（15名）
• 情報WG、調査WG、開発WG

（一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 ICT研究委員会 32023年6月9日（金） ICT研究委員会 第2期 最終報告会

本日はご参加ありがとうございました。

（引き続き、第3期活動へのご協力よろしくお願いいたします。）
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